
■春日井商業高校との高大連携プロジェクト
　大学生（経営総合学科3年生：清水ゼミ）
15人と高校生15人との混合グループを6つ
編成し、ターゲットの策定、商品開発、価格
設定、プロモーション、販売チャネルの選定
に至るまで、実践的なマーケティング活動を
学習している。対象とする商品開発は和菓子
と洋菓子であり、和菓子に関しては、「御菓子
司　美乃雀」様、洋菓子に関しては、「パティ
スリー・ミュー」様にご指導とご協力を得るな
ど、地域と連携した教育活動となっている。

　高大連携は高校と大学とが連携して行う教育のこ
とである。これまで全国で実施されてきた高大連携
では、大学教員が附属の高校へ出向き講義を行うケー
スが一般的であった。それに対して、本プロジェク
トは非附属高校である春日井商業高校との高大連携
授業を実施し、互いの親睦を図るとともに、高校生
にとっては大学の専門的な知識の習得、大学生にとっ
ては知識を高校生に教えることでの教育効果の向上
を目的としている。
　これまで多くの大学が企業と連携して、商品開発
を行ってきた。しかし、その内容は学生のアイデア
を企業に提案し、それを企業が単に具現化したもの
である。本プロジェクトでは、7月2日に現代教育学
部の調理実習室を利用し、各グループが考案した商
品の試作・試食・改善を実際に行った。他学部の施
設を利用できるのは「ワンキャンパスの総合大学」
の強みである。
　今後は地元の量販店での販売実習に向けて、商品
の完成とポスターの作成を急ぐ。完成品は数量限定
ではあるが、大学での販売も考えている。

　エゴノキ科エゴノキ属Styrax japonica。
30号館と潜龍池の間の木立の中に1本
だけ見つけた。庭木として植えられた
ものだろう。落葉小高木で日本各地に
生育するという。5月頃に咲く白い花の
形と樹皮の様子からカイドウの仲間か
と思ったが、花弁が少し尖りどこか違
う。下向きに群れ咲く可憐な花に感銘

を受けたのだが、名前を調べると「エ
ゴノキ」であった。自分勝手な木とい
うことではなく、果実がえぐい（えごい）
ためらしい。「これは食べられませんよ」
という実用本位の名前で、清楚な花の
姿にふさわしくない。一月ほど経って
見に行くと果柄の先に青白い実がつい
ていた。北米の同属近縁種は snowbell
と呼ばれ、図鑑で見ると、エゴノキに
似た白い花がたくさん垂れている。エ
ゴノキは Japanese snowbell というらし
い。
　その強いえぐみは果実に含まれる有
毒なエゴサポニンという物質によると
言う。界面活性剤のような性質があり、
果実を水とともに揉めばせっけんのよ
うに泡立つらしい。でも、有毒だから

せっけんにはしない方が良さそうであ
る。エゴノキの仲間は東アジアを中心
に130種ほどもあり、それらの中には
樹脂に安息香（ベンゾイン）を含み、
香料の原料となるものがある。
　本学のエゴノキは写真を撮影した翌
年の台風によって近隣の木が倒れ、そ
の下敷きとなって折れてしまった。そ
の後根本から伐採されてしまい、がっ
かりしたが、最近行ってみると、切り
株から新しい枝が伸びている。無事成
長して花をつけてほしい。

参考：原色日本植物図鑑（木本編Ⅰ）、ウィ
キペディア日本語版・英語版、京都民報
WEB（2013.7.29）仲野良典によると、北原
白秋の詩に「水口のえごのひと木の群花は
田の植ゑそめていよよすがしさ」がある。
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春日井商業高校との連携授業で
地元企業とコラボスイーツを開発
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エゴノキ
（チシャノキまたは野茉莉）




